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祖父江小学校の校訓と教育目標

強 く…
命を尊び、心や体を鍛えてたくましく生き抜く力を養う

明るく…
勤労と礼節を重んじ、心豊かな生活を築く態度を養う

聡 く…
全教育活動を通じて、深く考え自ら学ぶ態度と習慣を育てる

考えて努力する子

仲よく思いやりのある子

じょうぶでやりぬく子

経営方針と本年度の重点努力目標

○ 課題提示や振り返り活動などを工夫して、主体的に学ぶ児童を育成する。

○ タブレット端末を始めとするＩＣＴ環境を活用し、個に応じた指導と協働的な学びをよ

り充実させることによって、主体的・対話的で深い学びの実現に努める。

○ 各教科等の学習において、ＳＤＧｓの理念を踏まえたＥＳＤの推進に努める。

○ いじめは絶対に許さないという強い決意のもと、あらゆる場面で心の教育に努める。

○ 体験活動や異学年交流、地域交流の実施により、自他のよさに気付き、互いに認め合

う学級づくり・学校づくりに努める。

○ 道徳教育を充実する中で、礼節を重んじ、思いやりの心をもった児童の育成に努める。

○ 保健教育や食育、授業や行事などを通しての体力つくりの実践などにより、自ら進ん

で健康の保持増進に励む児童の育成に努める。

○ 各種訓練や安全指導、危険予知トレーニングや防災教育の実施などにより「自分の命

は自分で守る」という意識と能力を高める。

○ 保護者や地域ボランティアの支援のもと、地域に根ざした教育活動を推進する。

○ 学校公開やホームページ、通信等を充実させ、情報発信に努めるとともに、学校評価

や地域との情報交換を充実させ、信頼される学校づくりに努める。

○ 学校運営協議会の支援のもと、地域に根ざした教育活動を推進する。

○ 教材研究や職員研修に努め、指導力向上のため常に学び続ける教師集団をめざす。

○ 多忙化解消に取り組み、教職員の健康増進を図るとともに、今まで以上に児童と向き

合えるよう努力する。



○ なかよし活動
１年生を迎える会(4/27)、なかよしふれあいデー(5/7）、運動会な

かよし種目(9/25)、なかよしお別れ会(2/16)などの縦割り行事やなか
よし遊び、なかよし掃除などで異学年との交流を図ります。

○ 読み書かせ
地域のボランティアの方々に読み聞かせをしていただきます。

○ 三世代交流会
ふれ合いグランドゴルフ大会(6/1)やもちつき大会(2/25)を通して、

お年寄りや保護者など三世代にわたる人々とふれ合い、感謝の気持ち
をもつとともに、温かい心で親切に接することを学びます。

○ 地域に根ざした体験活動
地域のボランティアの方のご厚意で、各学年の生活科や総合的な学

習の時間などに、貴重な体験を行います。

・ 昔の遊び（１・２年 生活科・プラスワン）
・ ぎんなんのひみつをさぐろう（３年 総合的な学習）
・ ホタルの学習会（４年 総合的な学習）
・ 稲作のひみつをさぐろう（５年 社会科・総合的な学習）
・ 茶道体験（６年 総合的な学習）

○ 「あおのやくそく」（下枠参照）
あいさつできる子、思いやりのある子の育成に努めます。

あいさつ おもいやり
朝は元気に 「おはようございます」 友だちにいつも やさしく
いつも返事は 大きく 「はい」 困っている子に 手助けを
お客様には 「こんにちは」 相手の気持ちを 考えて
帰るときには 「さようなら」 みんなが 使いやすいように

学年 男子 女子 計

１年生 ２２ １１ ３３

２年生 １８ ９ ２７

３年生 １８ ９ ２７

４年生 １５ １６ ３１

５年生 １７ １４ ３１

６年生 １８ １４ ３２

合計 １０８ ７３ １８１

（令和３年４月７日現在）

祖父江小学校 校 歌
作詞 佐藤 一英
作曲 平井康三郎

１ 木曽川ぞいの沼山に
松風聞けば父母の

微笑む顔を思い出す
ああ われら 尾張野の

祖父江の子だと
かがやく眼

２ 光りをあびた七曲
畑に赤い土を見て

とおい鍛冶師の腕うかぶ
ああ われら 尾張野の

祖父江の子だと
わが手みる

３ 木曽の流れのみなもとの
御嶽の北の白山よ

つげるは何か言え雲よ
ああ われら 尾張野の

祖父江の子らに
言傳てを

４ 白山風がゆくところ
伊勢の海から あゆちきて

ゆきかう道の野に立てば
ああ われら 尾張野の

祖父江の子らは
すこやかだ

註）あゆち（海南風）：伊勢の海から幸せ
をもたらす風

校章：昔、祖父江を治めていた祖父江氏
の家紋カシワの葉５枚を放射状に
ならべ、桜の花と組み合わせてデ
ザインしたもの

祖父江小学校の主な歴史

明治 ６年 東部に洗心学校、西部に又新学校創立
明治 ９年 洗心学校が下祖父江学校に
明治１２年 又新学校が上祖父江学校に
明治１３年 上祖父江学校が沼学校に
明治２０年 東西両校を併せて尋常小学下祖父江学校を

設く
明治２５年 高等科を併置して校名を祖父江尋常高等小

学校と改める (児童数１５１名)
明治２７年 七曲地内に校舎を新設し移転する
明治３４年 高等科を分離して祖父江尋常小学校となる
明治４３年 祖父江北尋常小学校と改称
大正 ２年 祖父江第一尋常小学校と改称
昭和１６年 祖父江第一国民学校と改称
昭和２２年 祖父江第一小学校と改称
昭和２３年 祖父江町立祖父江小学校と校名改称
昭和２４年 給食室建増、電話開通
昭和３１年 社会学級運営優秀につき県教委より受賞
昭和３６年 社会科研究発表大会
昭和３８年 鉄筋２階建校舎竣工
昭和４０年 県教育委員会より交通指導の研究委嘱

交通指導研究発表会開催
昭和４２年 校歌制定発表
昭和４３年 県教委より学校給食優良校表彰
昭和４４年 プール竣工、一宮警察署・交通安全協会等

より交通安全指導表彰
昭和４７年 視聴覚教育研究発表会
昭和５０年 県警察本部より交通安全優良校表彰
昭和５１年 基本調査優秀につき文部大臣表彰
昭和５２年 礼法室を大字祖父江公民館として移築
昭和５３年 鉄筋三階建校舎竣工、体育倉庫完成
昭和６０年 中島地方教育事務協議会より国語の研究委

嘱（～６１）
昭和６１年 体育館竣工、国語研究発表会
平成 ２年 学校安全教育推進により表彰、小動物飼育

小屋完成
平成 ３年 県教委より健康推進学校特選校表彰、観察

池完成
平成 ４年 県教委より健康推進学校優秀校表彰
平成 ５年 県教委より健康推進学校特別優秀校表彰

県教委より職員７年間無事故表彰
平成 ６年 健康推進校愛知県代表表彰
平成１０年 パソコン室完成
平成１２年 文部省体育スポーツ推進校に指定（～13）

新プール竣工
平成１３年 体育・スポーツ推進校研究発表会
平成１５年 県学校体育優良校表彰
平成１６年 全国学校体育研究優良校表彰
平成１７年 市町合併により稲沢市立祖父江小学校と改

称
平成１８年 県教委より豊かな体験活動推進事業委嘱
平成１９年 県警本部より交通安全優良校表彰
平成２０年 県教委より健康推進校表彰
平成２１年 文科省より外国語活動研究事業委嘱
平成２３年 校舎耐震工事、北館トイレの乾式洋式化
平成２７年 市教委より理科支援員事業委嘱
平成２８年 学力定着重点的・包括的支援事業（文科省

指定）（～２９）
平成３０年 稲沢市小学校サッカー大会 優勝
令和 元年 教室に冷暖房機器を設置
令和 ２年 新型コロナウイルス感染防止のため休業

GIGAスクール構想によりタブレット端末
校内無線LAN等整備

本校では、通信のタイトルやいろいろなプリン

トのイラストなどに「たんぽぽ」が登場します。「祖

小っ子」のめざす姿を「たんぽぽ」にたとえてい

ます。寒さに耐え、暖かな春を待ちわびながら咲

き、成長して綿毛となって遠くへ飛んでいき、そ

こで根を張る、賢い知恵を備え、たくましく育つ

たんぽぽ。自然の中で、決して目立つことはない

のに、力強く成長するたんぽぽのたくましさと明

るさと賢さをイメージしたものです。


